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森本　あんり分断の行き着く先に懸念

　
最
近
の
ア
メ
リ
カ
で
困
る
の
は
、
服

を
買
う
時
で
あ
る
。
あ
る
の
は
極
端
に

安
い
量
産
店
か
超
高
級
な
テ
ー
ラ
ー
ド

ス
ー
ツ
の
店
だ
け
で
、
旧
来
の
中
間
価

格
帯
が
消
え
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
。

　
ピ
ー
タ
ー
・
テ
ミ
ン『
な
ぜ
中
間
層
は

没
落
し
た
の
か
』（
栗
林
寛
幸
訳
、慶
応

義
塾
大
学
出
版
会
、２
０
２
０
年
）は
、

ア
メ
リ
カ
社
会
全
般
に
起
こ
っ
て
い
る

中
間
層
の
消
失
を「
二
重
経
済
」で
説
明

す
る
。従
来
こ
れ
は
発
展
途
上
国
の
経

済
モ
デ
ル
だ
っ
た
が
、上
位
層
と
下
位

層
で
ま
っ
た
く
異
な
る
２
つ
の
経
済
が

走
る
ア
メ
リ
カ
は
、経
済
大
国
で
あ
り

な
が
ら
途
上
国
の
様
相
を
示
し
て
い

る
、と
い
う
の
が
同
書
の
診
断
で
あ
る
。

●
中
間
層
消
失
の
波
紋

　
中
間
層
は
民
主
主
義
の
安
定
的
な
担

い
手
な
の
で
、
そ
の
消
失
は
ア
メ
リ
カ

が
す
で
に
民
主
主
義
国
で
は
な
く
な
っ

た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
現
代
の
寡
頭
制

国
家
を
支
配
し
て
い
る
の
は
、
金
融
・

技
術
・
電
子
工
学
（
Ｆ
Ｔ
Ｅ
）
と
い
う

高
度
技
能
職
の
人
々
で
あ
る
。
１
９
７

０
年
以
降
、
国
民
生
産
の
増
加
分
は
す

べ
て
彼
ら
の
懐
に
入
り
、
８
割
の
人
は

実
質
賃
金
が
増
え
て
い
な
い
。
し
か
も

現
代
の
貴
族
た
ち
に
は
、
社
会
へ
の
責

任
意
識
が
な
い
。
賃
金
を
抑
え
、
税
を

回
避
し
、
劣
化
す
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
や

公
教
育
へ
の
支
出
を
嫌
う
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
白
人
低
所
得
者

層
は
こ
の
制
度
を
支
持
す
る
の
か
。
そ

れ
は
、
上
位
層
が
巨
額
の
政
治
投
資
を

し
て
彼
ら
の
意
見
を
操
作
し
て
い
る
か

ら
だ
。
選
挙
に
は
新
た
な
差
別
も
内
包

さ
れ
て
い
る
。
合
衆
国
憲
法
は
当
初
黒

人
を
白
人
の
５
分
の
３
に
数
え
た
が
、

黒
人
男
性
は
収
監
率
が
高
く
、
刑
務
所

で
は
住
民
で
も
投
票
が
で
き
な
い
の
で

結
果
的
に
今
も
同
じ
状
態
だ
と
い
う
。

　
二
重
経
済
は
、
格
差
間
の
移
動
に
必

要
な
教
育
に
も
障
壁
と
な
る
。
だ
か
ら

若
者
た
ち
は
学
費
無
償
化
を
掲
げ
る
サ

ン
ダ
ー
ス
氏
を
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

刑
務
所
の
維
持
に
必
要
な
５
０
０
億
㌦

の
一
部
を
公
教
育
へ
回
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
と
い
う
テ
ミ
ン
の
計
算
に
は
考

え
さ
せ
ら
れ
る
。

●
放
置
さ
れ
る
格
差

　
格
差
の
放
置
は
、
上
位
層
に
も
潜
在

的
脅
威
と
な
る
。
西
山
隆
行
『
格
差
と

分
断
の
ア
メ
リ
カ
』
（
東
京
堂
出
版
、

年
）
は
、
宗
教
や
暴
力
な
ど
テ
ー
マ

ご
と
の
連
載
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
類

書
の
中
で
も
読
み
や
す
い
。
身
近
な
事

例
の
紹
介
は
豊
富
な
背
景
知
識
に
支
え

ら
れ
て
お
り
、
一
般
読
者
に
も
微
視
的

す
ぎ
な
い
概
観
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
の
４
年
間
は
、
ア
メ
リ

カ
史
の
文
脈
に
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る

か
。
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
は
、

年
前
の
『
歴
史
の
終
わ
り
』
で
も
彼
に

触
れ
て
い
た
が
、
新
著
『
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
』
（
山
田
文
訳
、
朝
日
新
聞
出

版
、

年
）
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
飽
き

足
ら
ず
大
統
領
と
な
っ
た
彼
を
挙
げ
、

人
間
の
歴
史
が
承
認
欲
求
に
よ
っ
て
突

き
動
か
さ
れ
る
、
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
史

観
を
再
検
証
し
て
い
る
。
そ
の
普
遍
性

と
特
殊
性
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
な
ぜ
リ
ア

リ
テ
ィ
番
組
の
ス
タ
ー
が
大
衆
の
怒
り

を
買
う
の
か
を
説
明
す
る
な
ど
、
存
外

に
適
用
範
囲
が
広
い
。

　
一
方
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン

『
２
０
２
０
―
２
０
３
０
ア
メ
リ
カ
大

分
断
』
（
濱
野
大
道
訳
、
早
川
書
房
、

年
）
に
よ
る
と
、
い
か
に
特
異
に
見

え
よ
う
と
も
、
ト
ラ
ン
プ
個
人
は
ア
メ

リ
カ
史
の
大
き
な
歴
史
的
サ
イ
ク
ル
の

一
環
に
す
ぎ
な
い
。な
ぜ
制
度
は

年
、

経
済
は

年
と
い
う
周
期
な
の
か
は
不

明
だ
が
、
レ
ー
ガ
ン
が
既
存
の
権
力
層

に
軽
蔑
さ
れ
つ
つ
も
そ
れ
以
前
の
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
経
済
を
一
新
さ
せ
た
こ
と
に

顧
み
れ
ば
、
歴
史
的
な
通
観
の
意
義
は

わ
か
る
。
サ
イ
ク
ル
論
を
下
敷
き
に
す

る
と
、
白
人
工
場
労
働
者
が
ト
ラ
ン
プ

氏
を
熱
狂
的
に
支
持
す
る
こ
と
に
も
合

点
が
ゆ
く
。

　
周
期
的
変
化
の
中
で
も
一
貫
し
て
続

い
て
い
る
の
が
、
連
邦
政
府
の
肥
大
化

で
あ
る
。
説
明
書
が
２
万
㌻
に
も
及
ぶ

オ
バ
マ
ケ
ア
は
そ
の
典
型
で
、
も
は
や

量
子
力
学
と
同
じ
く
「
誰
も
全
容
を
理

解
し
て
お
ら
ず
、
使
い
方
だ
け
が
わ
か

っ
て
い
る
」
状
態
で
あ
る
。
こ
う
い
う

巨
大
権
力
の
無
能
さ
が
露
呈
す
る
と
、

そ
の
失
敗
は
意
図
的
な
も
の
に
見
え
、

そ
こ
に
陰
謀
論
が
胚
胎
す
る
。
デ
ィ
ー

プ
・
ス
テ
ー
ト
が
国
を
支
配
し
て
い
る
、

と
い
う
の
も
恐
ろ
し
い
が
、
実
際
に
は

制
度
が
空
転
し
て
い
る
だ
け
で
誰
も
支

配
し
て
い
な
い
、
と
い
う
の
は
も
っ
と

恐
ろ
し
い
。
同
書
に
は
、
今
後

年
は

両
サ
イ
ク
ル
の
移
行
期
が
重
な
り
未
曽

有
の
大
変
動
が
起
き
る
、
と
い
う
大
予

言
の
付
録
も
つ
い
て
く
る
。

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
退
任
後
に
国
内
政
治
の
分
断
が
収
ま
る
か
は

不
透
明
だ

イ
ラ
ス
ト
・
よ
し
お
か
　
じ
ゅ
ん
い
ち


